
.山田寺の調査一第10次・第11次

唱 南面東回廊の調査(第唱O次)
の上辺は約65cm、蓮華座の上面径は約42cmて'高さは 7cr目。

したがって、南面回廊は南側に壁や連子窓を設置し、北

調査目的と基本層序 側は柱だけで開放状態にあった。なお、礎石の地車座の

調査目的 第10次調査は第 5次調査で予定認した京市回廊 聞をつなぐ地覆石は、すぺて抜き取られ存在しなかった。

の南端すなわち出隅部分て¥西に山がる南面回廊に|到す 回廊基壇の規模と構造 基壇の外装1:'京商回廊と同様に、

る最初の調査である。調査目的は南面回廊についての情 花l市i岩の自然石一石を縁石に使用し、 6点が転倒してい

報を得て、すでに制査i斉みの北而 ・京商回廊(第 3-6 た以外は、原位置に据え付けられた状態を保持していた。

次調査)の知見と比較して、回廊全体の様相をより鮮明 縁石の外商は雨柱筋の礎石心から1.3mの位置にあるの

に把握することにある。本調査区は東南出隅部分を合め、 で、主主塩崎は従来通り 6.38mに復原できる。縁石の高さは

南而回廊の京ヵ、ら 6間目までの礎石を検出できる範囲で 45-50cmである。基壇の構造は、地山の緑灰色粘土を削

設定した(図68)。調査面制は170m'である。 り出しその上に花l高l岩の風化土を突き固めた版築土(一

基本層序 発掘区の基本府序は、上から盛土 (40-50 習の厚さ 3-5 cm) を20-40cm和む。最上層はきめ細か

cm)、明灰褐色砂質土 (l5-30cm)、瓦堆和 (20cm)、基思 い版築土てある。縁石は基壇土築成途中で据えた。

上暗背灰色粗砂o早さ約10cm)、基岨直上時背灰粘質土(厚 磁石据付穴の掘込面 南柱筋束力、ら 3基固と 4基目、お

き2-3 cm) を経て、回廊基坦土に達する。瓦椛布切‘ら よび北柱筋束から 2基自の礎石据付掘形は、基壇築成完

は大量;の瓦や部材が出土した。瓦や音11材の一昔11は基壇上 了後に基壇上商から掘り込んでいる。それ以外の南柱筋

暗背灰色粗砂からも出土した。基国縁石外側の土層は、 }I{から 2基目、 5-7基目、および北柱筋束から 3基目

上から瓦推航、暗青灰色粗砂、灰黒色粘砂土、 l情灰色砂 の礎石据付掘形l立、基町築成最終段階近くて掘り、礎石

質土を経て、地山である緑灰色粘土に迷する(図71)。 を据えて、さらに 2、 3J日版築して完了させている。こ

創建時の南面回廊 うした 2つの現象が起こるのは、基壇上而ぞ平坦にする

回廊SC050の礎石と柱間寸法 回廊の南柱筋の礎石は完 最終郡日l在段階に礎石を据えたからである。

全に保存されており、出隅から 61m分、計6基を、削1& 石組暗渠SX700 雨、北柱筋の来から 2間目の中央に商

、l'時の位置で発見した(図69)。北柱筋の礎石は入l'同とそ 北方向に石組暗渠SX700を築<(図72)。ここは東而回廊

こか ら西へ l基目の計2基だけが残っており、さ らに西 西側の石組雨落前SD061の南の延長部にあたる。以下、設

側の礎石は、近代の東西方向の水路SD702の掘削にとも 置工程を復原する。基Jft築成完了後、基壇上商から師

なって抜き取られていた。その抜取穴SX723・725が 100-110cm、深さ60-70cmの横断商が逆台形の・滑る?振る。

SD702の底てみつかった。柱間寸法は析行 ・梁間ともに 前u丘に会長50cm、幅約18cm、厚さ約12cmの坊 と会長56.5

3.78m (1尺=29.1cmの場合13尺)等間である。この寸 cr目、幅約18cm、厚さ12cmの:tw.を敷く(図73)。底埠と掘形

法は束而回廊と北而回廊で確認した寸法と一致する。 の聞に全長30ー55cm、|陥27cm、厚さ 6-7 cmの榛原石製

礎石の石材は花岡岩である。北柱筋の礎石l立方j主の上 側石を立て、{目IJ石聞の継目 lこ小石ぞ詰め、その上に外側

に単弁12弁の蓮華肢を彫っており、保存が良好である。 から粘土塊を貼って、漏水防止の目張り~する。それか

南柱筋の礎石では蓮華座の両端に幅約27cmの突出する地 ら掘7~ I:.{llIJ石との間に土を入れる。さらに{JI.IJ石の上に全

製座があるので、蓮弁は10弁となる。南北柱筋とも方座 長30-58、111M約30cm、!早さ 7-12cmの棟原石製議石をか
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ぶせ、土を入れて、 J原形を完全に埋め戻す。H音渠のfJI:*.

口の底石に接するほIf同じレベノレに、 35cm山方の板石を

置き、排*1侍の土の侵食を防〈¥そこから流れ出た*は、

南の縁石から60cm離れたところに北肩をもっ茶掘りの東

西雨落構SD705に注ぎ込む。 SD705の南肩は調査区の南

壁内にもぐるので全体を明らかにできなかった。

礎石閣の柱穴 回廊南、北柱筋の礎石間の中心には、北・

東部回廊 t同様に、柱穴SX713・720・722・724・727・728

がある。また、 SX720・722の中間の十東通りにあるSX721

b柱穴である。北柱筋では基壇上商で柱掘形SX720を確

認 し、南柱筋では一昔11 を基血上而で、一昔I~ を地組石抜llí(

溝の底而て検出した。柱掘形の平I筒形は一辺50-100cmの

隅丸方形を呈し、 i茶さは基壇上而から50-70cmある。従

来、柱掘形と呼びながらも、柱抜取穴などは検出きれな

かったが、今回は後述する南北If音渠SX700を設世した部

分を除いて、 柱抜取穴ぞ検出てきた(医170)。 これらの柱

穴はすべて基壇築成完了後に掘り込まれており、おそら

く地覆石を据える以前に、柱を抜き取っている。これ ら

は規則的な配列をじているので、回以II造営にともなう支

柱な Eの臨時施設であろう 。

その後の南面回廊

地覆石の抜き取り 地理の下に本来あったはずの地覆石

はなく、これを抜き取った構SD710を束而回廊と同様に

確認したml71のB用)。地磁石の抜き取りは回廊全体て

行われた可能性が高い。回廊全体の地説石をはずすため

には、回廊の牒壁や地盟主?解体しない限り、地磁石に沿

って講を掘って胤ーから抜く こtになったのであろう。し

かし、抜き取り後の地誼の下に何らかの支えがなければ、

地覆はたわむであろうし、 11要壁を維持することにも影響

力fでよう。南柱筋の東から 3、 4、 611¥1自の地磁石抜取

溝から、 l也尾を含む瓦が部分的に，':H土しているので、本

来は これらを重ね置き して、 部分的に地客{を支えていた

のかもしれない。また、地菰の下に入っていた黒灰色砂

も、人為的に地盟の下に入れた可能性もある。なお、 J也

組石を抜き取った目的については検討中である。

地覆石抜き取りの時期 地礎石抜取iiYiSD710から は、 10

世紀中~後期の土師総の血11:9 -10世紀の県色土協力?出

土した。また、凸而縦佐縄叩き日の平瓦(7世紀末-8

|止紀初頭 bみつかった。第 5次調査で検出された地覆

石抜取溝SX560から出土した 9世紀前-1:1:1期の土器によ

図68 山田寺の調査位置図 1 : 2000 

っ て、地額石の抜き J[í(りの年f\:~1ft定しているが ( r藤原

概報14J)、今回の発見によって、 JlM互不i抜き取りの年代

カT一世紀余り下る可能性がでてきた。この年代は回廊て

固まれた空間の舗装がパラス敷言となる H制切でもある。

回廊東南隅の後補の磁石 回廊東南li尚の l間四方の礎石

Hilには、大振りの礎石、小型の自然石や切石が置かれて

いた。 南~t筋の京から 1 JIn日中央には、小型の花筒岩

SX712が、前柱筋の京から 2基目の礎石と入sIJ¥の礎石の

1:1'央;には、者11材を受けるための座を作り出した大型の花

tmi岩製礎石SX717が、入問の礎石の東辺中!よ1.には一辺約

25cmの榛原石製の切石SX715が、そ して 111¥1山方の中心

にあたるt束通りの附には小型の花尚岩SX708が、それぞ

れ置かれていた。 SX712を据えたのは地麗石をはずして

以降なので、ほかの礎石を置いての一連の作業も同時に

行われたのであろう。類似の現象は、第 8次制査で検出

した四郎東北隅でも認められる (r藤原概報21J}oSX717 

に対応する凹廊東北líl~の礎石 B も大型で、{fll材を受ける

ための座を作り山している。SX715は第 8次調査の礎石

A.Ci:同じく師25cl11あるので回廊のI也被石を転用した

可能性がある。第 8次調査ではこれらの礎石を根太受け

とみて、*北sIJIぞ床張りにし、壁を設けて小音11屋とした

可能性を考えている。 SX708・715・717に住を立てて虻梁
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から上の支えを補強した可能性も考えられよう 。

埋まりかかっていた基壇縁石 田廊倒段の原因と関連す

る基壇を駆う H音背灰色粗砂とその上の瓦推梢のレベルは、

縁石の南側でむほぽ同一で‘ある。つまり、回廊倒段以前

に縁石はほぼ埋まっていたのである(図71)。緑石商の各

堆積土用からは、 10世紀 I~:I 頃から 11世紀初頭にかけての

土器が出土した。回廊倒撲に近い段階で、 締石商の土砂

の堆棋が一挙に進行したのである。東而大垣SA500が10

世紀前半に京斜而からの土砂で倒唆した後、そ こに土品

状の高まり SX535守築いたのは、おそ らくJ{t斜而からの

土砂の流入を防ぐためであった (U'藤原概紺25J)。 しか

し、 土砂は南面回廊縁石の南まで流入していたのである。

機能を喪失した南北暗渠SX700 暗渠の断而断ち;ti1Jり調

査によって以下の こと が判明した。おそらく石組内の清

掃が必要になり、蓋石をはずすための械が掘られたよう

だ。その後、 蓋石を元に戻 し、その範囲を埋め戻 して、

基JfLを復旧する(図73)。 しかし、暗渠は排水口が回廊南

縁石の急速な埋没によってふさがれ、機能を喪失 したら

しい。その結果、基壇上部に小柄:を掘って急場の水路と

し、そこに砂層が残される(図73小溝型II土)。その後もこ

こは部状を呈 し、 基壇直 |二に11音青灰色粘質土、完形瓦や

木舞を含むl清褐色土が封印'[して L、〈 。 そして、その上を

回廊倒壊に関わる i暗背灰色粗砂と瓦ii~干1'1が駆 っ て いる 。

これらと縁石商の土用からは10-¥止紀後半-11世紀初頭の

土器が出土してお り、その頃までにi暗渠は機能を停・止し

ている。なお、排水口から北へ 3枚分の荒石がはずされ、

排水口両脇の縁石が南に倒され、 調査区北端から北へ少

なくとも 1 枚分の荒石もはずされていた。 l暗渠が機fì~ を

疲失する直前に、排水を容易にするための仕業だろう 。

補足されなかった軒丸1fi. ifF王子瓦は従米から回廊所用と

されている重弧紋A1種が、 10次調査出土i肝-平瓦の全体

の約 6訓を占めており、従米の見解を裏付けている(表

7)。これに対 して、回廊所用の山田寺式軒丸瓦D極と霊

木先瓦D種は、それぞれ全体の約 4容IJに満たない。後述

する落下瓦中に軒丸瓦はなく、軒平瓦も少量であった。

創建時の回廊東南隅には、いわゆる双顕鴎尾を置いてい

たはずだが、これも出土 しなかった。倒峻直前の南而回

廊には、:;LL瓦と平瓦、 若干の軒平瓦をlT:いていただけで、

軒丸瓦と垂木先瓦は南而回廊から落下、または修理11.で降

ろされた後、基本的に補足きれなかったのである。降ろ

図70 燈石の中間にある柱穴SX728(北から)
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図71 煙まりかかっていた基泡縁石

図72 南北暗渠SX70日(西南から)
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表 7 山田寺第1日次閥査軒瓦等出土点数袈

軒丸瓦型式 点数 C 1 5 霊木先瓦型式 点数

寺山図式

A 11 凶 CII 3 B 3 

B 1 重 D 1 l B? l 

C l DII 3 B' 

D sP瓜 E 2 Ca 3 

6231C 1 紋 FII 2 Cb 4 

計ー 22 H 1 1 C 

軒丸瓦型式 点数 二重弧紋B 1 D 8 

彊紋四置

A 1 48 峻羽瓦A l E 

AII 2 均盤!沓草紋 3 l 青| 22 

B 1 2 近 世ー 4 

BII 4 言十 80 
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図75 ~じ流れ落下瓦中層 :反転丸瓦など(北から)

82 ?iモ文研 年~VI997- I1

された軒丸瓦のなかには、奈良時代後半にI菩や金堂の周

囲の瓦敷に転用されたものもあったであろう。なお、鬼

瓦(奈良時代)が l点、鴎尾が9点、場:が 5点出土した

が、その多くは地覆石抜lf~清:SD710か南北l暗渠SX700の

排水口両JJあの縁石を抜き lr~ りかけた穴から出土した。

南面回廊倒域と落下瓦

落下瓦 南北暗渠SX700が設置された付近で、南面回廊

北流れの屋根が落下する過程を示す良好な落下瓦を検出

した。落下瓦は上 ・中 ・下!日からなり上用は平瓦群で巴

而を上に広端を北に向けた反転瓦て、ある(図74)。中府lま

丸瓦群で凹而を上に、玉織や狭端を北にl台lけた反転瓦と、

凸而を上に、玉縁や狭端ぞ南に向けた正常落下瓦が入り

乱れていた(図75)。前者は上層平瓦t組み、後者はっさ「

の下層の平瓦と組む。下!再は平瓦群で、凹而を上に、狭

端を北に向けた北流れの正常落下瓦である(図76)。正常

落下した平瓦群の南端は、南商回廊の練通りにあたり、

その付近から割り而戸瓦28点、切り倒斗瓦 2点、書IJり喫

.::j-瓦115点が出土した。この状況から、まず北流れ棟寄り

半分の平瓦と丸瓦が、棟の喫斗瓦と而戸瓦とともにほぼ

真下に正常落下し、その上に北流れ軒寄り半分の平瓦と

丸瓦が反転しでかぶさったことが判明した。すなわち、

この純聞の北流れ屋招は械が落ち、北柱協の柱が飛ばさ

れて、瞬時に r< J の字形になって崩壊したのであろう。

基壇結石上では瓦当而南向き、凹而上向きを呈する 2、

3枚の軒平瓦(凸而朱付着) と平瓦が2筒所で検出され

た。南流れの瓦はn下に落下した部分もあった。

なお今回出土した瓦の総重量は丸瓦が1.592kg(4748 

点)、平瓦が5. 190kg (13.533点)あり、その比は1: 3.26 

で、第 5次調査で出土状況から判明した比1: l. 64と!fi1:な

り、平瓦の出土立が格段に多いことになるが、その理Il由

は不明。これらの中にはへラ苦:丸瓦が10点、へラ苦:平瓦

が13点、戯画平瓦が4点、近世刻印瓦が2点ある。

回廊倒績の時期 時背灰色粗砂とその上の瓦堆和出土の

最新の土器の年代は11世紀初頭で、これは従来指摘され

てきた倒壊年代と一致し、基壇直上や縁石商の堆積土出

土土器のiili新年代にも近い。回廊総石の南が埋没し、 H音

渠が機能を喪失 し、とう tう基壇上而に小構が設けられ

たり、時背灰色粘質土が回廊内側から雨水か風で運ばれ、

基立は而に地税するようなありさまであった。 10世紀後

半から短時間に進行した南而回廊の荒廃ぷりからみて屋



根を合tr回廊の吉11材の一部がすでに脆弱化し、 l塁線JIil境 目の柱が顕ltもろとも南西方向に倒れ込み出土位置まで

や回廊倒撲の間接的原岡になったことも想像されるので 到IJl、たと推定される。

ある。 頭 貫 」て述のように、東西方向に倒れた柱の北側には

南而回廊/Jj土の建築部材 寄り添うようにして頑1'1が出土した。上而に方立が入れ

地覆 ・柱・頭1t・組物など回廊の主要車Ih苦11を含む多く られていた可能性がある納穴が残るので、倒壊時に上下

の建築部材がある。残存状態は、倒慶した挫物がほぼそ が逆転したと推定される。四半分はほぼ完存しており、

のまま出土した束而回廊に近い来側1.i1::"良〈、西Li1::"i!.Ei 全長は344cmで、幅15.5cm、成は21cmを測る。

下りの地形のために削平されて惑し、。出土点数が多い部 木舞 前柱筋の来からlH日目て¥地駈上田に直接木舞

材は、壁材である木鮮や野地板な Eで、多くは断片化し が釆っていた。 木舞の保存は良〈、，~l'，土状況からみて、

散乱していた。 ここでは、回廊とその倒壊について特記 東而回廊の小脇佳の可能性がある 。つぎに東から 211¥1目

すぺき情報を、部材別に整理する。なお、迷子窓関係の では、地駆の北側に木舞が密集して検出された。 そのほ

材ι虹梁から上の屋根材はほとんど残っていない。 とんどが地甑と平行で、これに直交する材は数点しかな

地 覆南柱筋には 5本の地甑が原位世にあり撹乱府で かった。つまり、この部分の壁はほかの壁と異なり、横

取り上げた束力、ら 5rm自の地観も合わせると計6本とな 方向の木鉢を密に並べる方法で下地を作っていたと推定

る。南柱筋束力、ら l 間目を除き地離の残りのぬきは~ヲ'，， ;却: される。 これは補修11寺のものであった可能性がある。き

される。一最も残りの良い材でilttlると成は12cm、幅は18cm、 らに、南柱筋東から 5/i ~1 目の南fWJから出土 した壁土を切

会長は347cmある。すべてに腰壁束を立てた納穴が 2筒所 り取って持ち帰り、 詳細に訊!査 した。壁土の中には、約

ずつある。両端は柱に合わせて半円に考11られており、そ 30cml山|煽の横方向の木併が 2本通っていた。これは版壁

の仕口の形状が判明したのは初めてである。束から 4基 部分の下地構造として従米推定してきたものと 一致する。

目の礎石上では両側の地覆端部に生き而が残り、その1m 組物 北柱筋の東端の位問中央で、 JH木 l点と巻斗 3

を測ると 36cmである(図69写真B)。東而回廊の調査では 点が・必下した状態のままで出土(図69写其C)。巻斗 1点

位!.1:JJ要長t'l'付近で直径38cmあり、頂者11では 4-5 cm~:1I 1 く は肘木の下部に取り付いたままで、 JIす木受けに大斗をイ史

なることが知られていた。柱の足元部分の直径は発掘|侍 っていないことから、これは棟木を受けていたものであ

の所見て従米35cm1: 推定されていた。地甑端部の知見か る。務下の位置と状態から、直上にあった組物であるこ

ら足元部分の直径はほぼ36cmとみられるので柱がエンタ とはlリlらかである。11'，土状況は椋木が京に落下したこと

シスであることを確認した。多くの地離のrl'央部がやや を示す。これは京而回廊の陳木の落下位世が京商回廊の

下垂していたのは上部の加重を受りる地理石がなかった r!J央部では西柱筋だが、京国回廊南部で1.1:*寄りになる

からであろう 。 1:する第 5次調査の所見と一致する (r藤原概報14J)。こ

柱 束から 4間目で、ほぽ南北方向で倒れた柱しその の部分の壁1.1:束向きに倒れたのであろう 。以上の{也、南

すぐ西で頭1'1:1:一緒に東西方向に倒れた柱の 2本がある。 位協束力、ら 311羽田の恭血縁石の南側から巻斗の裂けたも

南北方向の柱は全体仁枝りが:lli~、 。 南柱筋の*から 4 本 の2点が出土している。

自の柱と推定される。Tft音IIの可能性があるやや紛れ、端部 野地板 断片が約25点IJ'，土。新知見1.1:1尋られなかった。

が北向きであり、東隣りで二|じ向きに倒れた!臨壁を検出し 茅負 3点出土 した。基埴南出土のものは全長76cm、

たことな Eから柱の北而が裂けて北側に倒れたと推定さ 市さ1l.2cm、師12.4cmで、他に全長135.5cm、高さ13cm、

れる 。残存部の最大長は190cm、最大幅は24cm。東西方向 幅12cmと、 全長80cm、itEさ13cm、幅10.5cmのものとがあ

の柱は、倒駿後に上面と心材古11が腐敗で失われてしま っ る。後者の 2点は本米 l本で継手およぴ 3箇所の釘穴が

た(図69写真A)o J.頁音11と忠われるやや組1~、端部を凶に向 ある。いずれも l点位置は推定できない。

け、後述の頭rt1:西端部そそろえる。残存昔11の最大長は (佐川正敏/史料建築部材:藤田)

224cm、最大幅は36cm。この柱と ii1l1'tの下には、 fWWI時に

流入してきた暗背灰色粗砂があり、北柱筋の京から 4本
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2 寺儲南辺の調査 (第刊次)

調査の概要

本調査は、特別史跡「山田寺跡」の務備事業が進行す

る中で、回廊東南隅部から中門基i宜南半をかすめて商に

流れる水路の改修工事が必要となり、そのやiけ替え予定

地の適否を判断するために実施した。

新たに設けるべき水路は、現*.路の束の流入位置とiJli

の流出位置、および検tH造構との位置関係を勘案した結

果、中門基!fli:南門基塩とのほぼr.rlll'Jを、東西liぽ一直

線で;iliすのが現況では最良と考えられた。このため調査

では、南門(第 7次)調査区の東端以来を対象とし、東

西約35m、南北約3.5mの調査区(中央)を設けた。また

併せて、南門調査の際に確認した寺城南面制定れる東西

大前iSD625の、より詳細な状況を知るため、その上流側

(東)と下流イJlIJ (西)に各 l箇所、 5m四方の調査区を設

けた。ただし束調査区では、土佐税土が分厚〈、安全面を

も考慮し追梢商に達しないままに掘り下げを中断した。

中央調査区における基本的な土層は、耕作に関連する

床土やl清褐色土の下に、 l培灰色や熱灰色、ないしは背灰

色守した砂や粘質土や徴砂が交互に分j平〈堆積しており、

来の丘陵{J!IJから多量の土砂がもたらされた状況を示して

いる。これらの堆積土中には、量はさほど多くな いもの

の中世の造物が含まれており、調査区中央付近の同椋ーの

砂層中から、 Jlす木などの建築部材が出土した。

調査区西端ては、岩盤が風化した背灰色池山層が椋高

117.75m付近て‘顔を出し、その上部に20cmliど整地土が

堆和している。調査区の西端で検出した瓦敷SX750は、こ

の整地土の上面に敷かれたもので、おおよそ 3m'分を確

認した。しかし五敷よりも来は、務地土が部くなると共

に、 小樽な Eの追構も稀薄になっていく。その傾向は発

掘区の東端まで続き、東端部ては標高117.80m付近て.同

様な岩盤が風化した地山が存在するものの、凶端のよう

な整地土用は認められず、寺の生活に関連する遺構も確

認する ことができなかった。

このように今回の調査では、瓦数以外、明確な造構ぞ

検出できなかったが、 地山而を確認したこと により、回

廊内のみならず南面大垣の北側、すなわち寺域の内側 も、

liぽ平坦に地均しされていたことが窺えるようになった。

これは、寺域東南隅を発掘した第 9次調査で、東面大垣
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西側の地山商が標高117.85m付近で確認されて いること

tも矛盾しない。

一方、西調査区では、予想した位置で東西構SD625の西

延長部を確認した(図77)。調査区の基本的な土居は、耕

土、床土、暗灰色土、暗褐色ニヒ、緑灰色地山土の順であ

り、遺構は地表下約90cmにある地山面(標高約116.50m)

で検出した。

東西部SD625は、幅2.8m -3.2m、 i*~0.6m -0.8mの

素掘りの織である。堆干}'[土には砂礁が合まれてお り、相

の水12;があった ことがうかがわれる。 また堆積土中か

らは、瓦や土器などが出jこした。

なお、調査区西南隅て¥柱穴状の穴を確認したが、詳

細は不明で、ある。 このように、南門のすぐ南側を流れる

寺域南而の大溝が、一直線で西へ引き通されていた こと

が判明した。

遺物

出土造物のうち、中央発掘区の上部砂府中から出土 し

た建築部材、および西発掘区の大砕から出土した瓦類に

ついて触れておく 。

建築部材 肘木は、現状て長さ156.1cm、幅18.0cm、高さ

22.0cmある。推定当初断面寸法は、東面回廊出土部材と

|司ーである。下木材で、両端に巻斗を固定する太納穴が

あり、壁付きの肘木である。w:繰 りは確認できるが、舌

の有無は不明であるロ

瓦類 軒丸瓦が22点、軒平瓦が28点、垂木先瓦が46点出

土した。回廊用の軒瓦(山田寺式軒丸瓦D: 13点t重弧

紋軒平瓦A1 7点)と垂木先瓦D (18点)、南門用の重

弧紋粁平五BII (13点) と垂水先瓦B.C (計25点)が

多〈、調査区周囲の建物を反映している。丸瓦の総重量

は190kg(1171点)、平瓦の総重量は435kg(2253点)あ

る。その他、剖り 0t斗瓦 7点、告IJり而戸瓦 5点、隅平瓦

3点、 l出尾 2点が出土 した。なお、丸瓦には 4点、平瓦

には11点のへラ苦:瓦が含まれている。(黒崎 直)
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